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＜令和３年度 県立高校 特色選抜募集定員枠発表！＞ 

１１月１２日（木）に福島県教育委員会から、「令和３年度福島県立高等学校特色選抜募集定員」が発表され

ました。すでに新聞報道等でも公表されておりますのでご覧になった方も多くいらっしゃることと思いますが

確認していただきたいと思います。（今回掲載するのはいわき市内及び本校生が希望している県立高等学校で

す。他地区県立高校は新聞等をご覧ください。） 

学校 学科 募集定員 特色枠％ 学校 学科 募集定員 特色枠％ 

全日制 

磐城農業 

食品流通 ４０ ３０ 

磐 城 普通 ２８０ ５ 園芸 ４０ ３０ 

磐城桜が丘 普通 ２４０ １０ 緑地土木 ４０ ３０ 

平工業 

機械工学 ８０ ５０ 生活科学 ４０ ３０ 

電気工学 ４０ ５０ 勿 来 普通 ８０ ５ 

制御工学 ４０ ５０ 

勿来工業 

機械 ４０ ５ 

土木環境工学 ４０ ５０ 電気 ４０ ５ 

情報工学 ４０ ５０ 建築 ４０ ５ 

平商業 

オフィス会計 ４０ ２５ 工業化学 ４０ ５ 

流通ビジネス ８０ ２５ 好 間 普通 ８０ ４０ 

情報システム ４０ ２５ 遠 野 普通 ８０ １０ 

いわき総合 総合学 ２００ ２５ 四 倉 普通 ８０ ３０ 

いわき光洋 文理 ２００ ２０ ふたば未来 総合学 １６０ ４０ 

湯 本 普通 ２４０ ２０ 定時制 

小名浜海星 

普通 ４０ ４０ 
いわき翠の杜 

普通（昼間主） ８０ ２０ 

商業 ４０ ４０ 普通（夜間主） ４０ ２０ 

海洋 ２０ ４０ 具体的な募集定員数は計算していただくことにな

りますが、 例）磐城高校の場合だと、 

２８０人（募集定員）×０．０５（５％）＝１４人（特色定員数） 

上記を参考に計算して、人数をご確認ください。 

情報通信 ２０ ４０ 

食品システム ４０ ４０ 

海洋工学 ４０ ４０ 

県立特色選抜は、各学校が募集定員の５～５０％の枠内で人数を設定されます。例えば、募集定員４０人の

３５％ということはほぼ半分近くの定員が特色選抜の合格内定枠で埋まってしまうことになりますので、私立

高校の受験や一般選抜受験との関わりを含めての慎重な検討判断をしなければなりません。来週から始まる三

者相談において担任の先生へしっかりと意思を伝えられるよう、この週末はご家庭でのご相談をしっかりとお

願いします。 

本校では１１月６日に「進路説明会」が、１１月１３日からは「第２回三者相談」が行われます。この流れ

を受け、１１月末までには私立高校受験・高専受検・県立前期（とくに特色選抜）受験希望の意思決定とな

り、学校で希望をとりまとめます。各ご家庭においては、お子さんのここまでのパワーアップテストの個人デ

ータといった学習面の変容と第１希望の学校に対する進学意欲（「志望動機」と呼ばれる、面接などでは絶対に

聞かれる質問）について今一度確認していただき、後悔のない進路選択をしていただきたいと思います。 

今回の内容や今週発表されている各県立高校の募集要項は「福島県教育委員会」ＨＰにアップされていま

す。お子さんの第一志望高校の募集要項は必ず確認いただきたいと思います。（三者相談でも触れます） 

令和２年 １１月１２日（木） 
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